（指定様式１）
八尾市公共施設清掃業務における総合評価一般競争入札　提出書類チェックリスト
	分  類
（配点）
	細分類（配点）
	評価項目（配点）
	提出書類
	評価点
（市記入）

	
価格評価(120)
	入札金額(120)
	入札金額(120)
	[bookmark: _GoBack]☐入札書
☐低入札価格調査書類（調査基準価格を下回る場合　様式１～４）
	

	公共性
（施策反映）
評価
（80）
	品質確保(10)
	ISO9001の認証取得(10）
	☐ISOの登録証（写し）
	

	
	技術研修(10)
	技術力向上のための研修計画(５)
技術力向上のための研修実施報告(５)
	☐指定様式２
☐指定様式３
	

	
	自主検査体制(５)
	資格者による検査（５）
	☐建築物環境衛生管理技術者免状
（写し）
	

	
	雇用(25)
	障がい者の雇用率又は雇用者数(８)
	☐障害者雇用状況報告書（写し）
（令和８年６月１日現在）
☐指定様式４
	

	
	
	就労困難者の雇用(10)
就労困難者の職場定着に関する取組（２）

	☐指定様式５ 
定義⑤の場合は就労困難者等判断理由書（任意様式）
	

	
	
	賃金・労働条件の向上に関する取組（５）
	☐指定様式６
	

	
	人権(８)
	公正採用選考人権啓発推進員の設置(３)
	☐公正採用選考人権啓発推進員選任(異動)報告書（写し）
	

	
	
	人権研修計画(２)
人権研修実施報告(３)
	☐指定様式７
☐指定様式８
	

	
	男女共同参画(10)
	男女共同参画への取組(５)
	□基準適合一般事業主認定通知書（写し）
□一般事業主行動計画策定(変更)届（写し）
	

	
	
	ハラスメント対策研修計画(２)
ハラスメント対策研修実施報告(３)
	☐指定様式９
☐指定様式10
	

	
	環境(５)
	環境マネジメントシステムの導入(５)
	☐各制度の登録証等(写し)
	

	
	地域貢献(７)
	企業の地域活動への取組(５)
	☐指定様式11
	

	
	
	従業員のボランティア活動への参加支援(２)
	☐就業規則等(写し)
	

			総合評価値
	

	総合評価一般競争入札参加誓約書
	全入札者必須
	☐別紙
	－

	落札候補者決定くじ
	全入札者必須
	☐別紙
	－


　(記入上の注意）
1  提出する書類は、□に☑を入れてください。
2  提出のない項目に対しては、評価しません。
	グループ名
	☐第１グループ　☐第２グループ　☐第３グループ

	業務名
	

	入札者名
	



	


（指定様式２）
技術力向上のための研修計画書
（あて先）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
　　八 尾 市 長
所　 在 　地
商号又は名称
代表者職氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
次のとおり研修を計画します。
	
	予定期間
	計画時間
	研修名
	対象者
	参加予定人数
	研修科目
	研修内容

	例
1年目
	令和８年10月２日
 ～令和８年10月３日
	６時間
	新規雇用者技能研修
	新規雇用者
	10人
	オフィス清掃技能
	日常清掃（オフィス・廊下階段・トイレ・給湯室・駐車場・玄関・会議室）や定期清掃（床・ガラス・エアコン・照明・外壁）についての技能研修を行います。

	 年目
	令和　年　月　日
 ～令和　年　月　日
	時間
	
	
	人
	
	



	 年目
	令和　年　月　日
 ～令和　年　月　日
	時間
	
	
	人
	
	



	 年目
	令和　年　月　日
 ～令和　年　月　日
	時間
	
	
	人
	

	



	 年目
	令和　年　月　日
 ～令和　年　月　日
	時間
	
	
	人
	

	




　（記入上の注意）
1  当該評価を受けようとする場合は、１年（10月１日～９月30日）で７時間以上、３年間継続して、本業務に携わる者全員が研修を受講する必要があります。
2 「予定期間」は、契約締結予定日から３年以内に実施する研修を記入してください。
3 「計画時間」は、例えば２日間で各３時間の場合は、「６時間」と記入してください。
4 「研修名」は、「新規雇用者教育研修」「中堅者技術向上研修」等、簡潔に記入してください。
5 「対象者」は、現場の作業従事者とし、「新規雇用者」「実務経験○年以上の者」等、簡潔に記入してください。
6 「参加予定人数」は、例えば２日間で各５人の場合は、「10人」と記入してください。
7 「研修科目」は、研修のテーマを記入してください。
8 「研修内容」は、その内容がわかるよう簡潔に記入してください。
※  自社自らの社内研修以外の派遣研修（外部機関の研修へ参加させる場合）も、必ず記入してください。
※  記入欄が不足する場合は、用紙をコピーして記入してください。

（指定様式３）
技術力向上のための研修実施報告書
（あて先）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
　　八 尾 市 長
所　 在 　地
商号又は名称
代表者職氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
次のとおり研修を実施しております。
	実施期間
	実施時間
	研修名
	参加者
	参加人数
	研修科目
	研修内容

	令和　年　月　日
 ～令和　年　月　日
	時間
	
	
	人
	
	

	令和　年　月　日
 ～令和　年　月　日
	時間
	
	
	人
	
	

	令和　年　月　日
 ～令和　年　月　日
	時間
	
	
	人
	
	

	令和　年　月　日
 ～令和　年　月　日
	時間
	
	
	人
	
	

	令和　年　月　日
 ～令和　年　月　日
	時間
	
	
	人
	
	

	令和　年　月　日
 ～令和　年　月　日
	時間
	
	
	人
	
	


　

（記入上の注意）
　　　　　　複数回の研修を実施した場合は、各々記入してください。
1 「実施期間」は、令和７年４月１日～令和８年３月31日までの実施状況について記入してください。
2 「実施時間」は、例えば２日間で各３時間の場合は、「６時間」と記入してください。
3 「研修名」は、「新規雇用者教育研修」「中堅者技術向上研修」等、簡潔に記入してください。
4 「参加者」は、現場の作業従事者とし、「新規雇用者」「実務経験○年以上の者」等、簡潔に記入してください。
5 「参加人数」は、例えば２日間で各５人の場合は、「10人」と記入してください。
6 「研修科目」は、研修のテーマを記入してください。
7 「研修内容」は、その内容がわかるよう研修資料を別途添付してください。（添付がない場合は評価の対象としません。）なお、市販の冊子等を活用した研修の場合、その表紙と目次等内容がわかるものでも「可」とします。
※  自社自らの社内研修以外の派遣研修（外部機関の研修へ参加させる場合）も、評価対象としますので、必ず記入してください。
※  記入欄が不足する場合は、用紙をコピーして記入してください。
[bookmark: _Hlk223422195]※　契約後は、毎年10月末までに、１年間（10月１日～９月30日）の研修実施状況をこの様式に記載し、提出してください。


（指定様式４）
障がい者雇用状況届出書
令和　　年　　月　　日
（あて先）
　　八 尾 市 長
所　 在 　地
商号又は名称
代表者職氏名　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　㊞

入札公告日現在の障がい者雇用状況について、次のとおり報告します。

	入札公告日現在
従　業　員　数
	人

	入札公告日現在
従業員のうち障がい者数
	人

	

	
	身体障害者手帳等の番号
	障害等級又は区分

	１
	

	


	２
	

	


	３
	
	


	


（記入上の注意）
1 この届出書は、入札公告日現在に障害者の雇用の促進等に関する法律第２条に定める障害者を雇用（常用雇用に限る。）している場合に作成してください。（障害者雇用状況報告書を提出する義務がある者を除く。）
2 身体障害者手帳等の番号欄は、交付された身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の番号について、１人につき一行に記入してください。（１人の者が複数の手帳を有する場合は、一行に記入してください。）
3 障害等級又は区分欄は、身体障害者手帳等に記載されている障害等級又は区分を記入してください。

（指定様式５）
就労困難者等雇用計画及び職場定着等に関する取組書
（あて先）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
　　八 尾 市 長
所　 在 　地
商号又は名称
代表者職氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

就労困難者等の雇用について、次のとおり計画し、職場定着となるよう取組を実施します。なお、雇用した者について関係法令を遵守し最低賃金や保険加入等を適正に行っていることを誓約します。
また、入札参加申請時には雇用しておらず新たに雇用する予定の者（障がい者を除く。）については、契約後１か月以内に充足することを誓約します。
	新既
	氏名
	居住地
	区分
	雇用契約期間
	１週間の所定
労 働 時 間
	賃　金
	通勤手当の
支　給　額
	職場定着（長期就労）支援の取組

	☐新
☑既
	八尾　花子
	☑八尾市内
☐八尾市外
	②
	令和８年10月10日～
令和９年12月31日
	☑20時間以上
☐20時間未満
	☑時給　☐月給
1,300円
	0円/月
	休暇や就業時間、業務内容について、現場の体制を考慮しながら、被雇用者の要望に柔軟に対応する＜別紙可＞

	☐新
☐既
	
	☐八尾市内
☐八尾市外
	
	令和　年　月　日～
令和　年　月　日
	☐20時間以上
☐20時間未満
	☐時給　☐月給
円
	円/月
	

	☐新
☐既
	
	☐八尾市内
☐八尾市外
	
	令和　年　月　日～
令和　年　月　日
	☐20時間以上
☐20時間未満
	☐時給　☐月給
円
	円/月
	

	☐新
☐既
	
	☐八尾市内
☐八尾市外
	
	令和　年　月　日～
令和　年　月　日
	☐20時間以上
☐20時間未満
	☐時給　☐月給
円
	円/月
	


（記入上の注意）
1  この計画書は、入札参加申請時に提出するものとし、落札後に新規雇用（障がい者を除く。）した場合は、契約後1か月以内に、別途「就労困難者等雇用済書」（指定様式12）を提出してください。なお、１か月以内に提出できない場合は、新規雇用者が決まり次第すみやかに報告してください。
2 「新既」は、当該被雇用者を新たに雇用する場合は「新」に、既に雇用している場合は「既」に☑をつけてください。なお、被雇用者がいない場合は、この用紙を空白のまま提出してください。
3 「居住地」は、該当する方に☑をつけてください。
4 「区分」は、総合評価基準における「就労困難者の定義」の①～⑤から該当する番号を選択し、記入してください。
⑤ 「雇用契約期間」は、被雇用者との雇用契約期間を記入し、「１週間の所定労働時間」は、該当する方に☑を入れてください。
⑥ 「賃金」、「通勤手当の支給額」は、その金額を記入してください。
[bookmark: _Hlk223426281]⑦ 「職場定着（長期就労）支援の取組」は、当該就労困難者が長期間にわたって定着（就労）できるように、どのような支援を行うのか具体的に記入してください。なお、記入欄が不足する場合は、別紙（任意様式）にその内容を記入し、この計画書とあわせて提出してください。
· 落札後に新規雇用を予定している場合、「氏名」は「新規雇用予定者」とし、「職場定着（長期就労）支援の取組」は⑦のとおり記入してください。その場合、「居住地」、「区分」、「雇用契約期間」、「１週間の所定労働時間」、「賃金」、「通勤手当の支給額」は、記入不要です。

（指定様式６）
賃金・労働条件の向上に関する取組書
（あて先）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
　　八 尾 市 長
所　 在 　地
商号又は名称
代表者職氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

次のとおり賃金・労働条件の向上に取り組みます。

	本案件の履行場所における従事者（予定者を含む。）に対する履行期間中の支払賃金（時間額）は、

☐大阪府の最低賃金額（時間額）の　1.01倍以上　

☐大阪府の最低賃金額（時間額）の　1.02倍以上　

☐大阪府の最低賃金額（時間額）の　1.03倍以上　

☐提案を行わない

大阪府の最低賃金額（時間額）とは、履行期間中に改正された場合においては改正後の大阪府の最低賃金額（時間額）をいいます。
上記支払賃金（時間額）には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当等は含まれません。
＊提案を行わない場合は、「提案を行わない」を選択してください。その場合は、評価の対象としません。











（指定様式７）
人権研修計画書
（あて先）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
　　八 尾 市 長
所　 在 　地
商号又は名称
代表者職氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
次のとおり研修を計画します。
	
	予定期間
	計画時間
	研修名
	対象者
	参加予定人数
	研修科目
	研修内容

	例
1年目
	令和８年10月２日
 ～令和８年10月３日
	６時間
	人権学習セミナー
	新規雇用者
	８人
	人権担当者研修
	会社内における人権教育や啓発に関わる人材についての研修を行います。

	 年目
	令和　年　月　日
 ～令和　年　月　日
	時間
	
	
	人
	
	



	 年目
	令和　年　月　日
 ～令和　年　月　日
	時間
	
	
	人
	
	



	 年目
	令和　年　月　日
 ～令和　年　月　日
	時間
	
	
	人
	

	



	 年目
	令和　年　月　日
 ～令和　年　月　日
	時間
	
	
	人
	

	




　（記入上の注意）
1 当該評価を受けようとする場合は、１年（10月１日～９月30日）で７時間以上、３年間継続して、本業務に携わる者全員が研修を受講する必要があります。
2 「予定期間」は、契約締結予定日から３年以内に実施する研修を記入してください。
3 「計画時間」は、例えば２日間で各３時間の場合は、「６時間」と記入してください。
4 「研修名」は、「人権教育管理職研修」「人権啓発推進委員要請講座」等、簡潔に記入してください。
5 「対象者」は、「新規雇用者」「管理職」「人権教育主担者」等、簡潔に記入してください。
6 「参加予定人数」は、例えば２日間で各５人の場合は、「10人」と記入してください。
7 「研修科目」は、研修のテーマを記入してください。
8 「研修内容」は、その内容がわかるよう簡潔に記入してください。
※  自社自らの社内研修以外の派遣研修（外部機関の研修へ参加させる場合）も、必ず記入してください。
※  記入欄が不足する場合は、用紙をコピーして記入してください。



（指定様式８）
人権研修実施報告書
（あて先）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
　　八 尾 市 長
所　 在 　地
商号又は名称
代表者職氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
次のとおり研修を実施しております。
	実施期間
	実施時間
	研修名
	参加者
	参加人数
	研修科目
	研修内容

	令和　年　月　日
 ～令和　年　月　日
	時間
	
	
	人
	
	

	令和　年　月　日
 ～令和　年　月　日
	時間
	
	
	人
	
	

	令和　年　月　日
 ～令和　年　月　日
	時間
	
	
	人
	
	

	令和　年　月　日
 ～令和　年　月　日
	時間
	
	
	人
	
	

	令和　年　月　日
 ～令和　年　月　日
	時間
	
	
	人
	
	

	令和　年　月　日
 ～令和　年　月　日
	時間
	
	
	人
	
	


　
（記入上の注意）
　　　　　　複数回の研修を実施した場合は、各々記入してください。
1 「実施期間」は、令和７年４月１日～令和８年３月31日までの実施状況について記入してください。
2 「実施時間」は、例えば２日間で各３時間の場合は、「６時間」と記入してください。
3 「研修名」は、「人権教育管理職研修」「人権啓発推進委員要請講座」等、簡潔に記入してください。
4 「参加者」は、「新規雇用者」「管理職」「人権教育主担者」等、簡潔に記入してください。
5 「参加人数」は、例えば２日間で各５人の場合は、「10人」と記入してください。
6 「研修科目」は、研修のテーマを記入してください。
7 「研修内容」は、その内容がわかるよう研修資料を別途添付してください。（添付がない場合は評価の対象としません。）なお、市販の冊子等を活用した研修の場合、その表紙と目次等内容がわかるものでも「可」とします。
8 ハラスメント研修との重複評価は行いません。
※  自社自らの社内研修以外の派遣研修（外部機関の研修へ参加させる場合）も、評価対象としますので、必ず記入してください。
※  記入欄が不足する場合は、用紙をコピーして記入してください。
※　契約後は、毎年10月末までに、１年間（10月１日～９月30日）の研修実施状況をこの様式に記載し、提出してください。


（指定様式９）
ハラスメント研修計画書
（あて先）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
　　八 尾 市 長
所　 在 　地
商号又は名称
代表者職氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
次のとおり研修を計画します。
	
	予定期間
	計画時間
	研修名
	対象者
	参加予定人数
	研修科目
	研修内容

	例
1年目
	令和８年10月２日
 ～令和８年10月３日
	６時間
	ﾊﾗｽﾒﾝﾄ研修
	新規雇用者
	６人
	ﾊﾟﾜｰﾊﾗｽﾒﾝﾄ防止
	会社内におけるハラスメント防止教育や啓発についての研修を行います。

	 年目
	令和　年　月　日
 ～令和　年　月　日
	時間
	
	
	人
	
	



	 年目
	令和　年　月　日
 ～令和　年　月　日
	時間
	
	
	人
	
	



	 年目
	令和　年　月　日
 ～令和　年　月　日
	時間
	
	
	人
	

	



	 年目
	令和　年　月　日
 ～令和　年　月　日
	時間
	
	
	人
	

	




　（記入上の注意）
1  当該評価を受けようとする場合は、１年（10月１日～９月30日）で２時間以上、３年間継続して、本業務に携わる者全員が研修を受講する必要があります。
2 「予定期間」は、契約締結予定日から３年以内に実施する研修を記入してください。
3 「計画時間」は、例えば２日間で各３時間の場合は、「６時間」と記入してください。
4 「研修名」は、「ハラスメント研修」「ハラスメント学習セミナー」等、簡潔に記入してください。
5 「対象者」は、「新規雇用者」「管理職」「監督職」等、簡潔に記入してください。
6 「参加予定人数」は、例えば２日間で各５人の場合は、「10人」と記入してください。
7 「研修科目」は、研修のテーマを記入してください。
8 「研修内容」は、その内容がわかるよう簡潔に記入してください。
※  自社自らの社内研修以外の派遣研修（外部機関の研修へ参加させる場合）も、必ず記入してください。
※  記入欄が不足する場合は、用紙をコピーして記入してください。



（指定様式10）
ハラスメント研修実施報告書
（あて先）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
　　八 尾 市 長
所　 在 　地
商号又は名称
代表者職氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
次のとおり研修を実施しております。
	実施期間
	実施時間
	研修名
	対象者
	参加人数
	研修科目
	研修内容

	令和　年　月　日
 ～令和　年　月　日
	時間
	
	
	人
	
	

	令和　年　月　日
 ～令和　年　月　日
	時間
	
	
	人
	
	

	令和　年　月　日
 ～令和　年　月　日
	時間
	
	
	人
	
	

	令和　年　月　日
 ～令和　年　月　日
	時間
	
	
	人
	
	

	令和　年　月　日
 ～令和　年　月　日
	時間
	
	
	人
	
	

	令和　年　月　日
 ～令和　年　月　日
	時間
	
	
	人
	
	


　

（記入上の注意）
　　　　　　複数回の研修を実施した場合は、各々記入してください。
1 「実施期間」は、令和７年４月１日～令和８年３月31日までの実施状況について記入してください。
2 「実施時間」は、例えば２日間で各３時間の場合は、「６時間」と記入してください。
3 「研修名」は、「新規雇用者教育研修」「中堅者技術向上研修」等、簡潔に記入してください。
4 「参加者」は、「新規雇用者」「管理職」「監督職」等、簡潔に記入してください。
5 「参加人数」は、例えば２日間で各５人の場合は、「10人」と記入してください。
6 「研修科目」は、研修のテーマを記入してください。
7 「研修内容」は、その内容がわかるよう研修資料を別途添付してください。（添付がない場合は評価の対象としません。）なお、市販の冊子等を活用した研修の場合、その表紙と目次等内容がわかるものでも「可」とします。
8 人権研修との重複評価は行いません。
※  自社自らの社内研修以外の派遣研修（外部機関の研修へ参加させる場合）も、評価対象としますので、必ず記入してください。
※  記入欄が不足する場合は、用紙をコピーして記入してください。
※　契約後は、毎年10月末までに、１年間（10月１日～９月30日）の研修実施状況をこの様式に記載し、提出してください。

（指定様式11）
地域活動に係る実績報告書
令和　　年　　月　　日
（あて先）
　　八 尾 市 長
所　 在 　地
商号又は名称
代表者職氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

企業として地域活動に係る過去３年間（令和５年度～令和７年度）の実績について、次のとおり報告します。
	№
	活動時期
	活動時間
	活動内容
	活動場所
	参加人数
	地域と連携している場合
その団体名

	例
	令和７年12月22日
～令和７年12月23日
	２日
６時間
	地域の年末一斉清掃
	市役所周辺
	延べ
20人
	○○町会

	
	令和 　年 　月 　日
～令和 　年 　月 　日
	日
時間
	
	
	延べ
人
	

	
	令和 　年 　月 　日
～令和 　年 　月 　日
	日
時間
	
	
	延べ
人
	

	
	令和 　年 　月 　日
～令和 　年 　月 　日
	日
時間
	
	
	延べ
人
	

	
	令和 　年 　月 　日
～令和 　年 　月 　日
	日
時間
	
	
	延べ
人
	

	
	令和 　年 　月 　日
～令和 　年 　月 　日
	日
時間
	
	
	延べ
人
	


　（記入上の注意）
1 「活動時間」は、例えば２日間で各３時間の場合は、「２日　６時間」と記入してください。
2 「活動内容」は、「地域の清掃活動」「通学路の安全確保活動」「駅の自転車置場の整理」等、簡潔に記入してください。
3 「活動場所」は、活動場所が複数箇所の場合は、主たる活動場所を記入してください。
4 「参加人員」は、例えば２日間で各10人の場合は、「延べ20人」と記入してください。
※　記入欄が不足する場合は、用紙をコピーして記入してください。


（指定様式12）
就労困難者等雇用済書
令和　　年　　月　　日
（あて先）
　　八 尾 市 長
所　 在 　地
商号又は名称
代表者職氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

就労困難者等の新規雇用状況について、次のとおり報告します。
	№
	氏名
	居住地
	区分
	雇用契約期間
	１週間の所定
労 働 時 間
	賃　金
	通勤手当の
支　給　額
	職場定着（長期就労）支援の取組

	例
	八尾　花子
	☑八尾市内
☐八尾市外
	②
	令和８年10月10日～
令和９年12月31日
	☑20時間以上
☐20時間未満
	☑時給　☐月給
1,300円
	0円/月
	休暇や就業時間、業務内容について、現場の体制を考慮しながら、被雇用者の要望に柔軟に対応する＜別紙可＞

	１
	
	☐八尾市内
☐八尾市外
	
	令和　年　月　日～
令和　年　月　日
	☐20時間以上
☐20時間未満
	☐時給　☐月給
円
	円/月
	

	２
	
	☐八尾市内
☐八尾市外
	
	令和　年　月　日～
令和　年　月　日
	☐20時間以上
☐20時間未満
	☐時給　☐月給
円
	円/月
	

	３
	
	☐八尾市内
☐八尾市外
	
	令和　年　月　日～
令和　年　月　日
	☐20時間以上
☐20時間未満
	☐時給　☐月給
円
	円/月
	


（記入上の注意）
1  この雇用済書は、落札後に新規雇用予定と申請した場合、本件の契約後１か月以内に提出してください。なお、１か月以内に提出できない場合は、新規雇用者が決まり次第すみやかに報告してください。
2 「居住地」は、該当する方に☑を付けてください。
3 「区分」は、総合評価基準における「就労困難者の定義」の①～⑤から該当する番号を選択し、記入してください。
④ 「雇用契約期間」は、被雇用者との雇用契約期間を記入してください。
[bookmark: _Hlk223528760]⑤ 「１週間の所定労働時間」は、該当する方に☑を入れてください。
[bookmark: _Hlk223528857]⑥ 「賃金」、「通勤手当の支給額」は、その金額を記入してください。
⑦ 「職場定着（長期就労）支援の取組」は、当該就労困難者が長期間にわたって定着（就労）できるように、どのような支援を行うのか具体的に記入してください。なお、記入欄が不足する場合は、別紙（任意様式）にその内容を記入し、この雇用済書とあわせて提出してください。


（指定様式13）
就労困難者等雇用状況報告書
令和　　年　　月　　日
（あて先）
　　八 尾 市 長
所　 在 　地
商号又は名称
代表者職氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

令和　　年度の就労困難者等の雇用状況について、次のとおり報告します。
	№
	氏名
	居住地
	区分
	雇用契約期間
	１週間の所定
労 働 時 間
	賃　金
	通勤手当の
支　給　額
	職場定着（長期就労）支援の取組

	例
	八尾　花子
	☑八尾市内
☐八尾市外
	②
	令和８年10月10日～
令和９年12月31日
	☑20時間以上
☐20時間未満
	☑時給　☐月給
1,300円
	0円/月
	休暇や就業時間、業務内容について、現場の体制を考慮しながら、被雇用者の要望に柔軟に対応する＜別紙可＞

	１
	
	☐八尾市内
☐八尾市外
	
	令和　年　月　日～
令和　年　月　日
	☐20時間以上
☐20時間未満
	☐時給　☐月給
円
	円/月
	

	２
	
	☐八尾市内
☐八尾市外
	
	令和　年　月　日～
令和　年　月　日
	☐20時間以上
☐20時間未満
	☐時給　☐月給
円
	円/月
	

	３
	
	☐八尾市内
☐八尾市外
	
	令和　年　月　日～
令和　年　月　日
	☐20時間以上
☐20時間未満
	☐時給　☐月給
円
	円/月
	


（記入上の注意）
1  この報告書は、契約期間中の毎年８月１日現在の就労困難者等の雇用状況について記入し、10月末日までに八尾市総務部契約検査課へ提出してください。
2 「居住地」は、該当する方に☑を付けてください。
3 [bookmark: _Hlk223426361]「区分」は、総合評価基準における「就労困難者の定義」の①～⑤から該当する番号を選択し、記入してください。
④ 「雇用契約期間」は、被雇用者との雇用契約期間を記入してください。
⑤ 「１週間の所定労働時間」は、該当する方に☑を入れてください。
[bookmark: _Hlk223529295]⑥ 「賃金」、「通勤手当の支給額」は、その金額を記入してください。
⑦ 「職場定着（長期就労）支援の取組」は、当該就労困難者が長期間にわたって定着（就労）できるように、どのような支援を行っているのか具体的に記入してください。なお、記入欄が不足する場合は、別紙（任意様式）にその内容を記入し、この報告書とあわせて提出してください。


（指定様式14）
就労困難者等雇用変更報告書
令和　　年　　月　　日
（あて先）
　　八 尾 市 長
所　 在 　地
商号又は名称
代表者職氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

就労困難者等の雇用の変更について、次のとおり報告します。
	
	氏名
	居住地
	区分
	雇用契約期間
	１週間の所定
労 働 時 間
	賃　金
	通勤手当の
支　給　額
	職場定着（長期就労）支援の取組

	旧
	
	☐八尾市内
☐八尾市外
	

	新
	
	☐八尾市内
☐八尾市外
	
	令和　年　月　日～
令和　年　月　日
	☐20時間以上
☐20時間未満
	☐時給　☐月給
円
	円/月
	





（記入上の注意）
1 本件の契約期間中に被雇用者が退社する場合、この用紙を用いて、退社するまでに新たに別の就労困難者を雇用する旨報告してください。なお、退社するまでに報告できない場合は、新規雇用者が決まり次第すみやかに報告してください。
2 「居住地」は、該当する方に☑を付けてください。※契約時の被雇用者が市内在住者の場合、新規雇用者は原則として市内在住者としてください。
· 以下、新規雇用者について記入してください。
3 「区分」は、総合評価基準における「就労困難者の定義」の①～④から該当する番号を選択し、記入してください。
4 「雇用契約期間」は、被雇用者との雇用契約期間を記入してください。
5 「１週間の所定労働時間」は、該当する方に☑を入れてください。
6 「賃金」、「通勤手当の支給額」は、その金額を記入してください。
7 「職場定着（長期就労）支援の取組」は、当該就労困難者が長期間にわたって定着（就労）できるように、どのような支援を行うのか具体的に記入してください。なお、記入欄が不足する場合は、別紙（任意様式）にその内容を記入し、この報告書とあわせて提出してください。


